
議案第２４号 

工事請負契約の締結について 

次の工事について、請負契約を締結することとする。 

平成３１年３月４日提出 

山都町長 梅田 穰   

 

１ 工 事 番 号  山教生工第５号 

 

２ 工 事 名  重要文化財「通潤橋」保存修理工事（平成３０年大雨災

害復旧） 

 

３ 工 事 場 所  山都町 城原・長原 地内 

 

４ 契 約 金 額  １１３，４００，０００ 円（税込み） 

 

５ 契約の相手方  熊本県上益城郡山都町千滝２２２－１ 

          株式会社 尾上建設 

          代表取締役 尾上 一哉 

 

６ 入 札 の 方 法  指名競争入札 

 

 

（提案理由） 

本件の工事請負契約を締結するには、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例（平成１７年山都町条例第５５号）第２条の規定により、議会の

議決を経る必要があります。 

これが、この議案を提出する理由です。 







 

 

工 事 請 負 契 約 概 要 

 

１．工 事 番 号  山教生工 第５号 

２．工 事 名  重要文化財「通潤橋」保存修理工事（平成３０年大雨災害復旧） 

３．工 事 場 所  山都町 城原・長原 地内 

４．工 期  平成３１年３月１５日～平成３１年３月３１日 

５．開札年月日  平成３１年２月２７日 

 

６．工 事 内 容 

・平成３０年５月７日に崩落した重要文化財「通潤橋」右岸上流側壁石垣の復旧（石垣の積み直し） 

文化庁の国庫補助事業（国補助率８５％） 

 

［ 工事概要 ］ 

 ・崩落石材の調査、及び崩落に伴う影響が生じている部分の修理項目、数量の想定をもとに積算 

 

工 種 項  目 数 量 

直接仮設工事 （既設）索道施設、吹上口ステージ（架台） 

（新設）直接足場、崩落防止処置 

一式 

一式 

土工事 通水管部の被覆土の掘削・埋め戻し 一式 

石工事 手摺石・壁石 取替 １個 

 手摺石・壁石 補修 ９個 

 石積み取り外し ４０個 

 石積み据え直し（積み直し） １３９個 

 裏築石 撤去・復旧 一式 

左官工事 通水石管の目地漆喰の除去・製作・詰替 ―式 

 吹上口の目地材の製作・補修 一式 

雑工事 排水対策（周辺雨水の排水施設の設置） 一式 

 

７．特 記 事 項  

（１）工事内容について 

 ・裏築の状況は明らかではない。被覆モルタル撤去後に裏築の詳細調査を実施し、それに基づく復旧

が必要となる。工法や範囲の変更に伴う積算項目・数量の変更が生じた場合は、設計変更により対応

する。 

 ・文化庁の承認や委員会での審議等による休止期間が発生する可能性がある。（特記仕様書に記載済。） 

 

（２）工期について 

 ・当該工事は、約１３ヶ月の工事期間を見込んでいる。工期は、繰越明許費について議会の議決によ

り承認を得るまでの間、平成３１年３月３１日としている。（実際の終期は、平成３２年３月３１日

を想定。） 



 

 

【 写 真 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真１ 壁石垣崩落後 側面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真２ 金網・モルタル被覆後 

                                    （応急処置後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真３ 崩落した石材（仮置状況） 
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上から５段目　１１個

◆崩落範囲　　合計９４個

重要文化財「通潤橋」保存修理工事（平成30年大雨災害復旧）　工事箇所

手摺石
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　今回の災害復旧工事は、平成31年2月1日に交付決定を受けた文化庁の補助事業である。

な足場の架設から始め、まずは裏築の構造を知るための調査を行う。その後、壁石垣の積み直し、通水石管からの漏水
入札・契約などの準備期間を経て、工事の着工は平成31年の4月頃を予定している。工事は壁石垣の積み直しに必要

がないかを確認するための通水試験及び目地詰め替えを予定している。壁石垣関係の工事が終わり次第、排水の対策を行い、
仮設の撤去・吹上口の目地詰め替えをして、平成32年の3月に工事を完了する予定である。


